

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
期
間

月
１
日
か
ら


月

日
ま
で


土
を
販
売
し
て
い
ま
す

公
共
職
業
訓
練

受
講
生
を
募
集

求
職
者
対
象

令
和
８
年
４
月
入
校
生
募
集

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク

ル

（）年　　　　　　　　１０月７日　　　　　　　　（令和７年）　　　　　　　（火曜日）

会
場 コ　ー　ス　名 目　標　資　格　 期

間
定
員 募集期限 選考日 入校日

上
越
市
事務基本科上越３

・日商ＰＣ検定試験（文章作成）３級
・日商ＰＣ検定試験（データ活用）３級

３
カ
月

名 Ｒ７．１１．５Ｒ７．１１．１８ Ｒ７．１２．１７

上
越
市

溶接科　３期
《託児サービス利用可》

・ＪＩＳ溶接技能評価試験（ＳＮ－２Ｆ）
・ガス溶接技能講習　　　　　　　
・特別教育（アーク溶接、産業用ロボット
　教示、自由研削砥石等）　　　　　

６
カ
月
５
名 Ｒ７．１０．３１ Ｒ７．１１．６Ｒ７．１１．１８

【募集訓練】

※訓練計画については、中止または変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　
上
越
利
水
事
務
所
で

は

工
業
用
水
道
の
浄
水

過
程
で
取
り
除
い
た
泥
を

乾
燥
さ
せ
た

土

を
販

売
し
て
い
ま
す


　
ご
家
庭
で
の
利
用
や
建

設
工
事
で
の
業
務
利
用
な

ど

個
人
・
法
人
を
問
わ

ず

ど
な
た
で
も
購
入
可

能
で
す
の
で

ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い



販
売
価
格

１
立
方


当
た
り

円

税
込



最
低
販
売
価
格
は

円
で

す

現
金
で
お
支
払
い
の

場
合
は

釣
銭
が
な
い
よ

う
に
お
支
払
い
を
お
願
い

し
ま
す



販
売
量

軽
ト
ラ

ク


０
・
２
立
方


程
度

か
ら

ｔ
ダ
ン
プ

６
立

方


単
位
な
ど

ご
希

望
の
量
で
販
売
し
ま
す



購
入
し
た
土
の
用
途


個
人
の
方
で
は

家
庭
菜

園
畑
田
ん
ぼ
の
客
土
等

へ
の
用
途
が
多
い
で
す


建
設
業
者
の
方
が
購
入
す

る
場
合

工
事
に
お
け
る

盛
土
や
土
壌
改
良
等
へ
の

用
途
が
多
い
で
す



注
意
事
項
運
搬
車
両


積
込
用
の
重
機

包
装
等

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

購

入
者
ご
自
身
で
手
配
を
お

願
い
し
ま
す

搬
出
可
能

時
間
は

土
日
祝
日
を
除

く
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で
で
す


◇

　
詳
し
く
は

上
越
利
水

事
務
所
の
ホ

ム
ペ

ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い



申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先

上
越
利
水
事
務
所

業
務
課

上
越
市
大
字
寺

２


電
話
０
２
５
・
５

２
４
・
４
１
０
１



土
日
祝
日
を
除
く
午
前

８
時

分
か
ら
午
後
５
時


分
ま
で


　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

令
和
８
年

４
月
の
入
校
生
を
募
集
し

ま
す



募
集
訓
練
科


○
訓
練
期
間
２
年

・
自
動
車
整
備
科

・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

○
訓
練
期
間
１
年

・
木
造
建
築
科

・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ

フ
科


応
募
対
象
者


○
訓
練
期
間
２
年

・
高
等
学
校
卒
業

見
込

含
む

以
上

○
訓
練
期
間
１
年

・
義
務
教
育
卒
業
以
上
の

方

※
求
職
者
の
方
は
居
住
地

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安

定
所
長
の

訓
練
の
受
講

指
示
ま
た
は
推
薦
が
必
要


選
考
日


令
和
７
年

月
７
日
金


午
前
８
時

分
か
ら
受
付


募
集
期
間


令
和
７
年
９
月

日
月




月

日

金



申
し
込
み
先


県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク


ル※
求
職
者
の
方
は
居
住
地

を
管
轄
す
る
ハ
ロ

ワ


ク
選
考
方
法


○
訓
練
期
間
２
年

・
書
類
選
考
適
性
検
査


面
接
試
験

○
訓
練
期
間
１
年

・
面
接
試
験


問
い
合
わ
せ
先


県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク


ル

電
話
０
２
５
・
５
４

５
・
２
１
９
０


　
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス

ク

ル
で
は

公
共
職
業

訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す



対
象
者

求
職
者


受
講
料

無
料

た
だ

し

教
材
費
・
資
格
検
定

料
な
ど
は
自
己
負
担



申
し
込
み
先

居
住
地

を
管
轄
す
る
ハ
ロ

ワ


ク
選
考
方
法

コ

ス
に

よ

て
異
な
り
ま
す

詳

し
く
は
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い



問
い
合
わ
せ
先

県
立

上
越
テ
ク
ノ
ス
ク

ル
訓

練
課

電
話
０
２
５
・
５

４
５
・
２
１
９
０



ホ

ム
ペ

ジ


厚
生
労
働
省

麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動

ポ
ス
タ


　

月
１
日
か
ら

月


日
ま
で
は


麻
薬
・
覚

醒
剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運

動

期
間
で
す


　
麻
薬
覚
醒
剤
大
麻


危
険
ド
ラ

グ
等
の
薬
物

乱
用
は

乱
用
者
個
人
の

健
康
上
の
問
題
に
と
ど
ま

ら
ず

各
種
の
犯
罪
の
誘

因
な
ど
公
共
の
福
祉
に
計

り
知
れ
な
い
危
害
を
も
た

ら
し
ま
す


　
こ
の
運
動
は

麻
薬


覚
醒
剤

大
麻

危
険
ド

ラ

グ
等
の
薬
物
乱
用
に

よ
る
危
害
を
広
く
周
知

し

一
人
一
人
の
認
識
を

高
め
る
こ
と
に
よ
り

薬

物
乱
用
の
根
絶
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
全
国
一

斉
に
行
わ
れ
る
も
の
で

す


▼
薬
物
乱
用
と
は
？

　
麻
薬
覚
醒
剤
大
麻


危
険
ド
ラ

グ
等
の
法
律

で
規
制
さ
れ
た
薬
物
を
不

正
な
目
的
で
使
用
す
る
こ

と
で
す

ま
た

医
薬
品

を
正
し
い
用
法
や
用
量
を

守
ら
ず
に
使
用
す
る
こ
と

も
薬
物
乱
用
に
な
り
ま

す


▼
乱
用
さ
れ
る
薬
物
に
つ

い
て

　
覚
醒
剤
大
麻
麻
薬


向
精
神
薬

危
険
ド
ラ


グ
等
が
あ
り
ま
す

全
国

の
令
和
６
年
の
薬
物
事
犯

の
検
挙
人
員
は
前
年
よ
り

増
加
し
て
お
り

特
に
大

麻
事
犯
の
検
挙
人
員
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す


▼
大
麻
に
つ
い
て

　
ワ

ク
ス
状
の
も
の
や

液
状
の
も
の

大
麻
が
含

有
し
た
食
品
等

乱
用
さ

れ
る
大
麻
の
形
態
の
多
様

化
が
み
ら
れ
ま
す
ま
た


Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
は

大
麻
は

身
体
へ
の
悪
影
響
が
な

い

依
存
性
が
な
い


等
の
誤

た
情
報
が
あ
り

ま
す
が

大
麻
は
特
に
成

長
期
に
あ
る
若
者
の
脳
に

対
し
て
悪
影
響
を
与
え
る

有
害
な
薬
物
で
す

間

違

た
情
報
に
流
さ
れ

ず

正
し
い
知
識
で
判
断

し
ま
し

う


▼
覚
醒
剤
等
相
談
窓
口

　
薬
物
に
関
す
る
ご
相

談
お
問
い
合
わ
せ
は
左

記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い



相
談
・
問
い
合
わ
せ
先


健
康
福
祉
環
境
部

上
越

保
健
所

医
薬
予
防
課


電
話
０
２
５
・
５
２
４

・
６
１
３
４



